
女
子
大
國
文
 
第
百
四
十
号
 
平
成
十
九
年

一
月
三
十
日

鷺

流

狂

言

享

保

保

教

本

の
用

語

小

林

賢

次

は
じ
め

に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ユ
 

 
鷺
流

の
狂
言
台
本

は
、
数
多

く
残
さ

れ
て

い
る
が
、
最
も
古

い
宗
家
仁
右

衛
門
家

の
延
宝
忠
政
本

(延
宝
六
年

〈
一
六
七
八
〉
忠
政
書

写
)

は
二
五
曲
と
曲
数
が
少
な
く
、
そ
れ
に
次
ぐ
分
家
伝
右
衛
門
派

の
享
保
保
教

本

(享

保
九
年

以
前

〈
一
七

一
六
～

二
四
〉

に
書
写
。
以
下
、
保

教
本
)

の
存
在
が
特

に
大
き
な
意
義
を
持

っ
も

の
と
な

っ
て

い
る
。
保
教
本
は
、
天
理
図
書
館
善
本
叢
書

の

一
環
と
し
て
、

一
九

八
四
年

に
影

印
が

公
刊
さ

れ

(『
鷺

流
狂
言
伝
書
保
教
本
』
全

四
冊
、
本
狂
言

一
五
〇
曲
)
、
詳
細

な
せ
り
ふ
と
さ

ま
ざ
ま
な
注
記
、
他
流

と

の
異
同

の
指
摘

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  り

な
ど
が
あ

っ
て
、
言
語
資
料
と
し

て
も
広
く
利
用
さ
れ

て
き
て
い
る
。

そ
れ
以
前
は
、
謡
曲
文
庫

に
齋
藤
香
村
校
訂

『
狂
言
篇

(上
)
』

(謡
曲

文
庫
刊
行
会
、

一
九

二
八
)

の
下
篇

と
し

て
、

こ
の
鷺
伝
右
衛
門
本

(保
教
本
)
か
ら
五
〇
曲
が
翻
刻
さ

れ
、
古
川
久
編

『
狂
言
辞
典

 
語
彙

編
』

(東

京
堂

出
版
、

一
九
六
三
。
以

下
、
『
狂
言
辞
典
』
)
な
ど

に
も
引

用
さ
れ
て
い
る
が
、
翻
刻
本
文

の
誤

り
等
も
多

く
、
あ
ら
た
め

て
用
例

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 き
 

を
確
認
す

る
必
要
が
生

じ
て
い
る
。
本
稿

で
は
、
保
教
本
に
見
ら
れ
る
用
語
に
関
し

て
、
諸
辞
典
等

に
登
載
さ
れ

て
い
る
状

況
を
確
認
し
な

が

ら
、
特

に
、

そ

の
語
そ

の
も

の
、

あ
る

い
は
、

そ
の
ブ
ラ

ン
チ

に
関
し
て
、
初
出
例
と
み
ら
れ

る
も

の
を
中
心
と
し

て
取
り
上
げ
、
保
教
本

と
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同
じ
く
伝
右

衛
門
派
に
属
す
る
宝
暦
名
女
川
本

(宝
暦
十

一
年

〈
一
七
六

一
〉
頃
書
写
)
な

ど
を
も
参
照
し

つ
っ
検
討
し

て
い
く

こ
と

に
す

る
。

二
 
問
題
例
の
指
摘

 
『
狂
言
辞
典
』

に
お

い
て

『篇
」

と
し
て
示
さ
れ

て
い
る
も

の
は
、
前
述

の
謡
曲
文
庫

『
狂
言
篇

(上
)
』

(以
下
、
『
狂
言
篇
』
と
称
す
る
)

で
あ
り
、
そ

の
う
ち
上

・
中
篇

は
、
同
じ
く
鷺
流

の
安
永
森
藤
左
衛

門
本

(安
永
六
年

〈
一
七
七
七
〉
書
写
、

一
〇

一
曲
。
仁
右
衛
門
家
。
法

政
大
学
能
楽

研
究
所
現
蔵
)
、
下
篇
が
保
教
本

か
ら

の
引
用
に
な
る
。

早
く

に
翻
刻
が
刊
行
さ
れ

て
い
た
と

こ
ろ
か
ら
、
国
語

(古
語
)
辞
典

の

類
に
も
、
安
永
森
本
と
と
も
に
保
教
本

の
用
例
が
取
り
上
げ

ら
れ

て
い
る
こ
と
が
多

い
。
た
だ

し
、

た
と
え
ば

『
広
辞
苑

』

で
は
、
初
版
以
来

現
在

の
五
版

に
至

る
ま

で
、
狂
言

の
用
例
が
多
数

登
載
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、

ど

の
台
本
に
よ

っ
た
か
明
示
さ
れ

て
い
な

い
た
め
、
翻
刻

本
文

の
問
題
点
、
あ

る

い
は

『
狂
言
辞
典
』

の
問
題
点
が
そ

の
ま
ま
踏
襲

さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ

り
、
注
意

が
必
要

で
あ

る
。

 

一
例
を

示
そ
う
。
『
狂
言
辞
典
』

に

「
の
め
ん
ぴ

(野
面
皮
)
」

の
項
目
が
あ
り
、
次

の
よ
う

に
記
述
さ

れ

て
い
る
。

 
 

厚
か
ま
し

い
こ
と
。
図

々
し

い
こ
と
。

「と

こ
ろ
で
山

の
神
め
が
前

へ
の
め
ん
ぴ
に
ぬ

か
す
」

(墨
塗
f
篇

)

 

こ
の

「
の
め
ん
ぴ

(野
面
皮
)
」
は
、
『
広
辞
苑
』

に
お

い
て
も
初
版

(
一
九

五
五
)
以
来
登
載
さ
れ

て
い
る
。

用
例

は
同

一
で
あ

る
。
初
版

の
刊
行

は

『
狂
言
辞
典
』

(
一
九
六
三
)
以
前

で
あ
り
、
古
川
久

「狂
言
用
語
考
」
(『
狂
言

の
研
究
』
福
村

出
版
、

一
九
四
八
初
版
)
に
も
掲
載

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ぞ
 

さ
れ

て

い
な

い
の
で
、
『
狂
言
篇
』
か
ら
用
例
を
直
接
採
用

し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』

に
お

い
て
も
、
初
版

二

九
七

二
～
七

六
)
の
段
階
か
ら
登
載
さ
れ

て
お
り
、
「図

々
し
い
こ
と
。
あ

つ
か
ま
し

い
こ
と
。

ま
た
、
そ

の
さ

ま
。
鉄

面
皮
。

*
鷺

伝
右
衛
門

本
狂
言

・墨
塗

「と

こ
ろ

で
山

の
神
め
が
前

へ
の
め
ん
ぴ
に
ぬ
か
す
」
」
と
あ
る

(近
年

の

「精
選
版
」

に
も
継
承
さ
れ
て

い
る
)
。
す
な
わ
ち
、

保
教

本

の
例
に
も
と
つ

い
て
立
項
さ

れ
、
意
味
が
記
述
さ
れ

て
い
る

の
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
そ

の
例

は
、
善

本
叢
書

の
影
印

に
よ
る
と
、

 
①
合
点

シ
を
磁
デ

国
元

へ
行
所
テ
山

ノ
神

メ
カ
前

ヘ
ノ
メ
ン
ヒ

ニ
ヌ
カ

ス
ナ

(保
教
本

・
墨
塗
・

一
22
)
以
下
・
保
教
本
の
用
例
に
関
し
て
は
台

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4
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本
名

の
表
示
を
省
略
す
る
。
な
お
、
原
文

の
振
り
仮
名
は
省
略
し
た
場
合
が
あ
る
。

(
)
内

の
振
り
仮
名
は
筆
者
。

と

あ

り

、

翻

刻

の
誤

り

で

は
な

い
が
、

文

脈
を

考

え

る

と
、

上

掲

の
諸
辞

典

の
よ

う
な

解
釈

は
ど

う

も
成

り
立

ち

が

た

い
。

こ
れ

は
、

都

の
女

の
嘘

泣

き

を

見

つ
け

た

太
郎

冠
者

が
主

(大

名

)
に

そ
れ

を

報
告

し
た

の
に

対
す

る
大
名

の
せ

り

ふ

で
あ

る
。

こ

こ

は
、
〈山

の
神

め
が

前

へ
の

「
面
皮

」

に
〉

と

読

む

べ
き

と

こ
ろ

で
あ

ろ
う

。

「
所
デ

」

は
、

原
因

・
理
由

の
確
定

条
件

の
接

続

助

詞
的

用

法

で
あ

り

、

そ

の
前

で
切

る

の
も

不
適

当

で
あ

る
。

「面
皮

(
め
ん

ぴ

)
」

に

は

「寓

o
旨
冨

追

従

、

ま

た

は
、

へ
つ
ら

い
」

(
日
葡

辞

書

・
補

遺

)

〈『
邦

訳

日
葡

辞
書

』

に
よ

る

〉

の
意

味

が

あ

り

、

〈も

う

す

ぐ

国

元

へ
戻

る

の

で
、
妻

へ
の
追

従

で

(都

の
女

の
)
悪

口
を

言

う

の
だ

な
〉
と

い
う

意

味

に
理
解

す

る

の
が

妥
当

で
あ

ろ

う
。

こ

の
場

面

に
お

け

る
大

名

の
せ

り
ふ

は
、
当

然

台

本

に

よ

っ
て
さ

ま
ざ

ま

で
あ

る
が

、
鷺

流

台

本

の
う

ち

、

日
本
古

典

全

書

『
狂

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

ハら
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

つ
ゐ
し
よ
う

言
集

』

(朝

日
新

聞

社

)
に
た

ま

た

ま

所

収

さ

れ

て

い
る
鷺

畔
翁

自

筆

本

に

は

「や

が

て
国

許

へ
下

っ
て

山

の
神

の
前

の
追

従

に
せ
う

と

言

ふ
事

か
」

(墨

塗

、
上

26
)

と

、
ま
さ

に

「追

従

」
が

用

い
ら

れ

て
お

り
、

大
蔵

虎

明
本

(寛

永

十

九

年

〈
一
六

四

二
〉
書

写
)

に

お

い
て
も

次

の
よ

 

 

 

 
 

 

ー

う

に
あ

り

、

例
①

と

内

容

は
共

通
す

る

も

の
に
な

っ
て

い
る
。

 

②

そ

れ

も

が

て
ん

(合

点

)

し

た
、

は
や

国
も

と

へ
く
だ

る
所

で
、

子
も

ち

(
子
持

ち

11
妻

)

が

か
た

へ
の
ミ
や

げ

(土

産
)

に
せ

う

と

い

 

 

ふ

事

な

、

に
く

ひ
や

っ
の

(虎

明

本

・
す

み
ぬ

り
、

〈臨

川
書

店

影

印
〉

一
72
)

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
2

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 
 お
り

 

以
上

、

こ

の

「
の
め

ん
ぴ

(野

面
皮

)
」

は

い
わ

ゆ

る

「幽

霊

語
」

で
あ

り
、

辞
典

の
項

目
か
ら

抹

消

す

べ
き

も

の
で
あ

る
。

 

次

の
例

は
、

『
狂

言
篇

』

の
誤
植

が

後

世

に
引

き
継

が

れ

た

例

で
あ

る
。

『
狂

言
辞

典

』

か

ら
例

を

示
す

と

、

次

の
よ

う

に
あ

る
。

 

 

こ
ず

も

う

と

り

【
小
相

撲

ド
ま
取

】
地
位

の
低

い
相

撲

取

。

幕

下
。

「そ

れ

が
小
相

撲

取

か

ら

と
り

あ

が

つ
て
、
大

相

撲

に
な

つ
て
後

、
強

 

 

い
や

つ
が

出

で
皆

拾

う

て
」

(
飛
越
i

篇

)

 

「
飛
越

」

の
例

は

保

教
本

に

よ

っ
た
も

の
で
あ

る
。

『
広

辞

苑

』

に

は
、

「
こ
ず

も

う

(
小
相
撲

)
」

の
子

見
出

し
と

し

て
、

こ

の

「
こ
ず

も
う

と

り

(
小
相

撲

取

)
」

の
項

目

そ

し

て

「飛
越

」

の
用

例

が
、
や

は

り
初

版

以
来

登
載

さ

れ

て

い
る
。

と

こ
ろ

が

、

こ

の
例

は

、
影
印

に
よ

る

と
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鷺
流
狂
言
享
保
保
教
本
の
用
語



次

の

よ

う

に

あ

る

。

 

 

ソ
レ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ト
リ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ツ
ヨ
イ
ヤ
ツ
 
 
デ
 
 
ミ
ナ
ヒ
ロ
フ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
③
夫
ガ
憲

稠
カ
ラ
取
ア
ガ
ツ
テ
大
相
撲

二
成
ツ
テ
後

二
強
奴
ガ
出
テ
皆
拾
テ

(飛
越
、
三
4
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3

 
す
な
わ
ち
、

こ
の
例
は
、
『
狂
言
篇
』

の
翻
刻

に
お

い
て
、

「小
相
撲
」

の
箇
所
を

「小
相
撲
取
」
と

誤

っ
た
も

の
で
あ

り
、
保
教
本

の
用
例

と

し
て
は
削
除
す

べ
き
も

の
で
あ

る
。

「大
相
撲

」
に
対
す

る
も

の
と

し
て

「小
相
撲
」
ば
、
古
く

『
大
日
本
国
語
辞
典
』

(冨
出
房
、

一
九

一

五
～

一
九
)
を

は
じ
め
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
、
ま
た
、
『
岩
波
古
語
辞
典
』

(
一
九
七
四
。
補
訂
版

一
九
九
〇
)
、
『
古

語
大
辞
典
』

(
小
学
館
、

一
九
八

三
)
、
『
角
川
古
語
大
辞
典
』

(
一
九
八
二
～
九
九
)
な
ど
古
語
辞
典
類

に
お

い
て
広
く
登
載
さ
れ

て
い
る
が
、

「小
相
撲
取
り
」

の
形
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハマ
ソ

の
立
項

は
他

に
は
見
ら
れ
ず
、
「大
相
撲

取
り
」
と
も
普
通
言
わ
な

い
よ
う
に
、
実
際

に
使
わ
れ

て
い
た
か
ど
う

か
は
疑
問

で
あ

る
。
登
載
さ

れ

て

い
る
唯

一
例
が
削
除
さ
れ

る
以
上
、

こ
の
項
目
自
体
も
削
除
す

べ
き
も

の
で
あ
ろ
う
。

 
も
う

一
例
、

次
は
、
『
狂
言
辞
典
』

に
お

い
て
本
文
を
誤
読

し
た
と
考
え
ら
れ
る
例
で
あ

る
。

 
 

じ
き
め

【食

目
】
食
事

の
機
会

と

い
う
意
か
。

「蓬
莱

の
島
を
ば
あ
と
に
見
な
し

つ
墨
く

。
食

目
に
見
え
ぬ
鬼
な
れ
ば
、
あ
ら
く
た
び
れ

 
 

や

骨
折

れ

や

」

(節

分
i

篇

)

 

こ

の

「節

分

」

の
用
例

は
、

や

は

り

保
教

本

に
よ

っ
た

も

の
で
、

影

印

に

よ

る
と
、

次

の
よ

う

に
あ

る

(《

》

内

は
行

間
書

き

入

れ
)
。

 
 

ホ
ゥ
ラ
イ
 
 
 
 
 
 
 
 ア
ト
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ジキ

 

④

蓬

莱

ノ
嶋

ヲ

ハ
跡

二
見
ナ

シ

ツ

《
右
》

、
ノ
＼

《
左
文
字

二
合

フ
ミ
返

シ
ニ
橋
力

・
リ

へ
向
見

ル
》
《
次
第

二
鬼

一
ロ
ト
ウ
タ

フ
時

ハ
食
目

二
見

ペ
ヌ

 
 
鬼
ナ

レ

ハ
荒
草
臥
ヤ
ト
云
》
行

末

ト

ヘ
ド

白

雲

ノ
ノ
＼

鬼

一
ロ

モ
物
館

デ
・

ア
ラ

ク
タ

ヒ

レ
ヤ
融

ヲ

レ
ヤ

(節

分
因

四

39
)

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
1

 

『
狂

言

篇

』
の
翻

刻

本

文

は

『
狂

言

辞

典
』
の
引

用

文

と
同

一
で
、
校

訂
者

の
恣

意

に
よ

っ
て
本

文

を

省

略

し
接

続

し

て
し

ま

っ
て

い
る
。

「食

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 
じ
き
め

目

」

の
箇

所

は
、
原

文

で

は

「食

」

に

の
み
振

り
仮

名

が

あ

っ
た
も

の
を

『
狂
言

篇
』

で
は

「食

目
」
と

し

て
お

り
、

そ

の
た

め

『
狂

言

辞
典

』

で
は
、
意

味

に

不
審

を
感

じ
な

が

ら

も

、
そ

の
ま

ま

項

目
と

し

て
立

て
た

も

の
で
あ

ろ
う

。

本

文

は
、
他

流

に

は

見
ら

れ

な

い
も

の
で
あ

る
が

、

当

然

「食

(が
)

目

二
見

エ
ヌ
」
と
解

す

べ
き

も

の

で
あ

ろ
う
。

こ

の
項

に

つ
い
て
は
、
『
広

辞

苑

』
等

で
も

立

項

し

て

い
な

い
。

『
狂

言
辞
典

』

44



の
み

の
問

題
と
な

っ
て

い
る
よ
う

で
あ

る
。

三
 
注
目
す
べ
き
用
語

 

以
下
、

保
教
本

か
ら
、
初
出
例
と
な
る
も

の
、
用
例
が
き
わ
め
て
稀

で
注

目
さ
れ
る
も

の
な
ど
を
順
次
挙
げ
、
注
記
を
加

え
て

い
く

こ
と
に

す

る
。

1
～
3
は
漢
語

の
例
、

4
～

12
は
和
語

(
8
は
重
箱
読

み
)

の
例
、

13
で
は
擬
声
擬
態
語
を
ま
と
め

て
示
し
た
。

 

1
 

ゐ
き

ゃ
く

(違

格

・
違

却
)

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

イ
キ
ヤ
ク

 

①

ア

レ

ペ
イ
タ

ラ

バ
談

議

ヲ
説

カ

ズ

ハ
ナ

ル

マ
イ
ガ

是

二
遡

隔

シ
タ
 

何

ト

シ
テ

ヨ
カ

ラ

ウ

ソ

(泣

尼
、

四

29
)

 

用

例

は

「違

隔

」
と

表

記

さ

れ

て

い

る
が
、

「違
格

」

の
当

て
字

と

み
ら

れ

る

(
一
般

に

は

「違

却

」

の
表

記
も

み
ら

れ

る

と

こ

ろ

で
あ

る
)
。

『
狂

言

辞
典

』

に

お

い

て

は
、

「
困
惑

。

迷

惑

」

の
語
釈

で
、

こ

の
例

を

挙
げ

て

い
る
。

『
日

本
国

語

大

辞
典

』

な

ど

に
よ

れ
ば

、

「違

格

」

は
、

本

来

律

令

制

の

「格

(き

ゃ
く
)
」

に
違

犯

す

る

意
味

で
平

安

時
代

か
ら

使
わ

れ

て
き

て

い
る
が
、

そ

れ
が

一
般

に

〈規

則
な

ど

に
違

反
す

る
〉

意

と

な

り
、

近

世

の

こ
ろ

か

ら
、

「③

お
も

わ

く

が
違

っ
て
、

難
儀

、

困
惑

す

る

こ
と
。

困
却

。

当

惑

」

(日
本

国

語

大

辞
典

)

の
意

味

が
生

じ

た
も

の
。

『
日
本

国

語
大

辞

典

』

で

は
、
③

の
ブ

ラ

ン
チ

は
、

談
義

本

の

『
地

獄
楽

日
記
』

ρ
誤

α
)

を
初

出

と

し

て

お

り
、
例

①

は
初

出

例

と

な

る

も

の

で
あ

る
。

た

だ

し
、
『
日
本

国
語

大

辞
典

』

で

は
、
近
松

世

話

浄

瑠
璃

の
次

の
例

「す

れ
ば

い
ら

ぬ

け

し
や

う

(化

粧
)
わ
ざ

何

共

い

き
や

く
千

万
と

。

い

へ
ば

」

(薩

摩

歌

・上

〈
ミ

崔

頃
〉
)

〈『
近
松

全
集

』

(岩

波

書
店

)

六

71
>

を

「②

規

則

、

法

則
な

ど

に
違

反
す

る

こ
と

。

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
6

一
致

し
な

い

こ
と

。

ま

た
、

道

理

か

ら

は
ず

れ

る

こ
と
」

と

い
う

ブ

ラ

ン
チ

に
入

れ

て

い
る
が

、
『
近

世

上
方

語
辞

典
』

に

「不

都

合
。

ふ

ら

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

ち
」
、

注

釈

書

に

「不
都

合

、

不

届
き

」

(藤

井

乙
男

校

註

『
近
松

世

話
物

全
集

』

冨

山

房
、

上

3
行

)

と

あ

る

よ
う

な
意

味

で
捉

え

ら

れ

る

の

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

2

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 ど
 

で
、

③

の
ブ

ラ

ン
チ

に
含

め

て
も

よ

い

で
あ

ろ
う

。

い
ず

れ

に

し

て
も
、

近

世
上

方

語

と

し

て

の
意

味

・
用
法

と

認

め

ら

れ

る
。

な

お

、
伝

右
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鷺
流
狂
言
享
保
保
教
本
の
用
語



衛
門
派

の
台
本
宝
暦
名
女
川
本
は
、

保
教
本
と
詞
章

の
共
通
す
る
点
が
多

く
注

目
さ
れ

る
が
、

こ
の

「泣
尼
」

は
所
収
さ
れ

て
い
な

い
。
た
だ

し
、
他

の
曲

の
中

で
、

 
②
さ

り
な
が

ら
あ
れ

へ
ゐ
た
ら
ば
、
臓
法
を
せ
ず

は
成
ま

い
が
、
是
に
翻

し
た
が
何
と

し
て
よ
か
ら
う

(小
傘

、

48
)

と
、

例
①

と
同
様

な

「
い
き
や
く
」

の
例
が
認
め
ら
れ
る
。

 

2
 

ウ

ッ
ケ
ウ
ナ

(有
興

ナ
?
)

 
①
イ
ツ
ノ
ナ
ラ
イ
ニ
此
御
寮
力
男
ノ
名
ヲ
替
タ
事
ガ
ア
ル
ソ
 
其
様
ナ
型

事

ハ
云
ハ
ヌ
物
テ
ヲ
リ
ヤ
ル
ソ

(比
丘
貞
、
四
12
)

 
『
狂
言
辞
典

』
で
は
、

「有

興
」
を
あ

て
、

「う

き
ょ
う
」

の
促
音

化
と

み
て
、

「物
好
き
」

の
意
味
と
す

る
。

た
だ

し
、

「う

っ
き

ょ
う
」

の
項

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マ
マ

で
は
、

「さ

て
も
ノ
＼

、
頼
う
だ
御
人
は
う

つ
き
や
う
な
御
方
ぢ
や
」
(呼
声
ー
拾
遺
)

の
例
が
挙
げ
ら
れ

て
お
り
、

「う

つ
き

ょ
う
ご
と
」
の
項

に

「
い

つ
お
寮
が
舞

を
舞
う

た
事
が
あ
ら
う
そ
。

そ

の
や
う
な
う

つ
き
や
う
事

は

こ
ち
や
知
ら
ぬ
そ

の
」
(
比
丘
貞
-
集
)
の
例
が
示
さ
れ
て

い

る
。
『
広
辞
苑

』

で
は
、
初
版
以
来

「う

つ
き

ょ
う

(有
興
)
」
と

し

て
立

て
、

こ
の
狂
言

「呼
声
」

の
例
を
挙
げ

て

い
る
。
『
狂
言
辞
典
』

の

「拾

遺
」
は

「補
遺
」

の
誤
り

の
よ
う

で
あ
る
。

「補
遺
」
は
、
国
民
文
庫

『
狂
言
集
』

(国
民
文
庫
刊
行
会
、

一
九

一
〇
)

に

「狂
言
記
補
遺
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

と

し
て
、
鷺
流

狂
言

二
〇
曲

を
収
め
た
も

の
を
さ

し
て
い
る
。

「比
丘
貞
」

の
例
を
載

せ
る

「集
」

は
、

日
本
古
典
全
書

『
狂
言
集
』

(朝

日
新

聞
社
)

に
よ

っ
た

も

の
で
、
鷺
流

台
本

の

一
つ
安

政
賢

通
本

(安
政

二
年

〈
一
八
五
五
〉
書
写
。
仁
右
衛

門
家
)

で
あ

る
。

「う
き

ょ
う

(有

興
)
」
は
、
風
流
を
解
す

る
意
か
ら
転

じ
て
物
好
き

の
意
味
に
な

っ
た
も

の
と
し
て
、
説
明
が
可
能

で
あ
り
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
や

『
古
語

大
辞

典
』

(
小
学
館
)
、
『
角
川
古
語
大
辞
典
』
な
ど
に
引

か
れ
て

い
る

「愛

に
う
き
や
う
な

こ
う
と
う

(勾
頭
)

が
ご
ざ

る
が
」

(虎
明
本

・
ま

り
ざ

と
う

二
〇9
)
と

い

っ
た
例
が
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
が
促
音
添
加

で

「う

っ
き

ょ
う
」

の
形
に
な

っ
た

の
か
ど
う
か
に

つ
い
て
は

 
 
 
 
 

7

疑
問

も
残
る
。

『
日
本

国
語
大
辞
典
』

で
は
、

「
う
き

ょ
う

(有
興
ご

「う
き
ょ
う
じ
ん

(有
興

人
)
」

の
項

目
の
み
で
、

「う

つ
き

ょ
う
」

の
語

46



形

で
は
立

項
さ

れ

て

い
な

い
。
関
連
す

る
か
と
思
わ

れ
る
も

の
と
し
て
、

「う

っ
き

ょ
う

(欝
胸
こ

の
例
が
あ

る
。
『
日
本
国

語
大
辞
典
』

に

は
、

「胸

中

に
わ
だ

か
ま

る
悩
み
や

不
快
感
」
と

し
て
、
『
太
平
記
』

及
び
読

本

『
南

総
里
見
八
犬
伝
』

の
例
が
示
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
語
が

ど

れ
だ
け

の

一
般

性
を
持

っ
て

い
た

の
か

は
不
明
で
あ

る
が
、
『
文
明
本
節

用
集
』
に
も

「
(鶴
)
膓
」

(勉
誠
社
影
轟

・
8
)

の
例
が
あ
骸

中

世
以
降
使

用
さ

れ

て
き

て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
例
①

は
、

「其
様

ナ
ウ
ツ
ケ
ウ
ナ
事

ハ
云

ハ
ヌ
物
」
と

い
う
形

で

の
使
用

で
あ
り
、
『
狂
言

辞
典
』

所
掲

の
例
と
は
異
な

っ
て
、

〈物
好
き
〉
と

い
う
よ
り
は
、

〈
い
や
な
〉

と

い
う
意
味

で
あ
ろ
う
。
名
女
川
本

に
も
、

こ
の

「比
丘
貞

」

及
び

「米
市
」

に

 
②
其
様
な
郵

事
を
ば
、
い
わ
ぬ
物
で
お
り
や
る
ぞ

(名
女
川
本

・
比
丘
貞
、
59
)

 
③

其
通

り
を
申

上
た
れ
ば
、
あ
ら
引
づ
倒

引

や
、
げ

引
こ
づ
な
と
仰
せ
ら
れ

て

(同

・
米
市
、

13
)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2

と

、
同

様

な

使

用

例

が

あ

る
。

狂
言

に
お

い

て
は
、
例

③

で
言

い
換

え

ら

れ

て

い
る

「軽

忽

」
、
あ

る

い
は
和

語

で
は

「む

さ

と

し
た

」
あ
た

り

の
使

用

が

一
般

的

な

と

こ
ろ

で
あ

る
。

し
た

が

っ
て
、

例

①

な

ど

は
、

「う

き

ょ
う

(有

興

ご

が

「う

つ
き

ょ
う

(欝

胸

ご

と

混
清

す

る
形

で
、

促

音

形

が

成

立

し
た

も

の
と
考

え

て
お

き

た

い
。
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3
 

だ
う

け
じ

ん

(道
化

人

・
道
戯
人
)

 
 
 
 
 
 
ヲ
カ
シ
イ
テ
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ダ
ウ
ケ

①

拐

モ
ノ
＼

可
咲
躰

シ
ヤ
 

イ
カ
イ
道
.戯

伺
ト
見

ペ
タ

(鞍

馬
智
、
三

56
)

 
人
を
笑
わ

せ
る
滑
稽
な
仕
草
や

そ
の
人
を

い
う

「ど
う
け
」

は
、
現
代

で
は

「道

化
」
と
書
く

こ
と
が
普
通

で
あ
る
が
、

近
世
か
ら
見
ら

れ

る
よ
う

に
な

っ
た
語

で
あ
り
、
漢
字

表
記

も

一
定
し

て
い
な

い
。

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は
、
歌
舞
伎

『
和
国
風
流

兄
弟
鑑
』

(
お
O
ら
)
を
初

出
と

し

て
い
る
。

た
だ

し
、
『
古
語
大
辞
典
』

(小
学
館
)
な
ど
に
挙
例
が
あ
る
よ
う

に
、
歌
舞
伎

で
の
使
用

以
前
に
、
大
蔵

虎
明

の

『
わ
ら

ん

べ
草
』

に
使

用
例

が
あ
る

(『
日
本
国
語
大
辞
典
』

に
お

い
て
も
、

「ど
う
け
も

の
」

の
例
と

し
て
は
、
評
判
記

『
難
波
物

語
』

(嵩

濫

)
及
び

鷺
流
狂
言
享
保
保
教
本
の
用
語



『
わ

ら

ん

べ
草

』

(
一
㊦
O
O
)

の
例

を

挙

げ

て

い
る
)
。

②

げ

い
な

ど

も

一
た

ん
気

に
あ

ハ
ん

と

て
、

お
か

し

く
、

お
も

し
ろ

が

ら

せ
、

い
よ
ノ
＼

だ
う

け

を

つ
く
さ

ば

、

則

だ

う

け

も

の
と

い
は
れ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

て
、

人

に

あ
な

づ
ら

る

べ
し

(わ

ら

ん

べ
草

・
五
)

〈岩

波

文
庫

0
>

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

4

 

こ

の
例

の

よ

う

に
、

道

化

を

す

る

人

の
意

と

し

て

は
、

も

と

も

と

「だ

う

け

も

の
」

の
形

の
方

が

一
般

的

で
あ

っ
た

と

思

わ

れ

る
。

こ

の

「だ

う

け

じ
ん

」

の
形

は
、

『
狂

言
辞

典

』

で
は

「鞍

馬
智
-

篇

」

と

し

て
例
①

を
挙
げ

、

『
広
辞

苑

』

で
も

、

や

は

り
初

版

以

来
、

こ

の
用

例

に
も

と

つ

い

て

「ど

う

け

じ

ん

(道

化

人
)
」

を
立

項

し

て

い
る
。

一
方

『
日
本

国
語

大
辞

典

』

に
は

、

「ど

う

け

じ

ん
」

あ

る

い
は

「ど

う

け

に

ん

」

の
項

目

は
見

ら

れ
な

い
。

例
①

は
、

「だ

う

け

じ
ん

」

と
読

む

確
実

な

例

と

し

て
尊

重
す

べ
き

も

の
と

言
え

よ

う

。

 
4
 

か
ま
け

(蚊
負

け
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
①
御
存

ノ
通
夏

ハ
蜘
側

ヲ
仕
ジ
マ
ス
ル
程

二
蚊
帳

ヲ
被
仰
付
テ
被

下

マ
セ
イ

(人
馬
、

二

〇
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2

 

こ

の
項

目
は

『
狂
言
辞
典
』
に
は
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
な

い
。
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
は
、
「①
蚊

に
さ
さ

れ
皮
膚
が

は
れ
る

こ
と
。
ま
た
、

そ

の
よ
う
な
体
質
を
俗
に

い
う
。
②
蚊

に
さ
さ

れ
て
お
き

る
馬

の
皮
膚
病
。
夏
季
に
多

い
。
」
と

い
う
説
明
が
あ
る
が
、
用
例

は
挙
げ
ら
れ

て
い

な

い
。
『
大

日
本
国
語
辞
典
』

に
お
い
て
は
、
右

の
ブ

ラ

ン
チ
②

に
相
当
す

る
馬

の
皮
膚
病

の
説
明

の
み
で
あ

り
、
も
と
も
と
そ

の
用
法

が
多

か

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
例
①

は
、
太

郎
冠
者
が
、
自
身

の
こ
と
を
述

べ
た
も

の
で
あ

り
、
当
然
人
間
に
関

し
て
も
用

い
ら
れ

る
も

の

で
あ

っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
大
辞
典
』

(平
凡
社
、

一
九
三
五
)
に
は
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
と
同
様
、
馬

の
場
合
と
人
間

の
場
合
と
が
分

け

て
挙
げ
ら
れ

て

い
る
。

ほ
か
に
も

『
広
辞
苑

』
な

ど
諸
辞
典
に
こ

の
項
目
が
載
せ
ら
れ

て
は

い
る
も

の
の
、

用
例

は
挙
げ

ら
れ
て
お
ら
ず
、

例
①

は
貴
重
な
も

の
と
な

っ
て
い
る

(『
岩
波
古
語
辞
典
』
、
『
古
語
大
辞
典
』

(小
学
館
)
、
『
角
川
古
語
大
辞
典
』
に
は
項
目
な

し
)
。
な

お
、
名

女
川
本

に
も
、

「身

共
は
蚊
ま
け
を
す
る
程

に
、

…
…
」

(名
女
川
本

・
人
馬
、

30
)
と
、

ほ
ぼ
同
様

に
用

い
ら
れ

て
い
る
。
ち
な
み
に
、

〈あ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2
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対
象

に
被
害

を
受

け
る

こ
と
、
あ

る

い
は
受

け
や
す

い
体
質

で
あ
る

こ
と
〉
を

い
う

「～
負
け
」

の
例
と

し
て
は
、
『
日
葡
辞
書
』
に

「
ウ

ル

シ
,
マ
ケ

(漆

負
け
)
」

「
ヒ
・
マ
ケ

(陽
負

け
こ

が
あ

り
、
現
在
用

い
る

「剃

刀
負
け
」

「夏
負

け
」
な
ど
も
同
類

の
意
味
構
造

の
も

の
で
あ
ろ

う
。

 
5
 
す
ぐ
ぬ
き

(直
抜
き
)

①
籾

モ
く

ニ
ク
イ
ヤ
ツ
シ
ヤ

身

ヲ

ス
グ

ヌ
キ

ニ
セ
ウ
ト

シ
ヲ
ツ
タ

(墨
塗

盈

)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ス
グ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
②
是

ハ
如
何
ナ
事
 
身
共
ヲ
画
罰

ニ
セ
ウ
ト
致
イ
タ

(清
水
、
四
7
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2

 
『
狂
言
辞
典
』

で
は

「す
ぐ
ぬ
き

【
直
ぐ
抜

き
】
」

の
項

目
を
立
て
、

「直
接
騙
す

こ
と
。

じ
か
に
欺
く

こ
と
」
と
し
て
例
①
を
挙
げ

て
い
る
。

『
広
辞
苑
』
に
お

い
て
も
初

版

か
ら
立
項
さ
れ

て
お
り
、
や
は
り
例
①
を
挙
げ

て
い
る
。
『
狂
言
篇
』
に
よ

っ
て
用
例
を
採
集

し
た
も

の
と
思
わ

れ

る
。

直
接

の
意
味

の

「す

ぐ
」
を

だ
ま
す
意
味

の

「抜
き
」

に
接

し
た
も

の
で
、
語
構
成

と
し

て
は

「す

ぐ
づ
け
」

(直

付
け
)
、

「す
ぐ
や

き
」

(直
焼
き
。

刀
の
刃
の
焼
き
方

の

一
つ
)
な
ど
と
同
類
で
あ

る
。

 

一
方
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』

に
お

い
て
は
、
初
版

・第

二
版
と
も

に
こ
の
語
は
登
載
さ
れ

て
い
な

い
。
前
述

し
た
よ
う
に
、

通
常
、

保
教
本

を
狂
言
台
本

と
し
て
利
用

し
て
い
な

い
た
め

で
あ
る
が
、

こ
う
し
た
例

の
存
在
か
ら
す
れ
ば
、
今
後

の
改
訂

に
お

い
て
は
保
教
本
等

の
用
例
を

取
り
入
れ

て
い
く
必
要
が
あ

る
と
言
え

よ
う
。
な
お
、
名
女
川
本

で
は
、
「墨
塗
」
は
所
収
し
て
い
な

い
が
、
「
清
水
」
に
は
、
「某
を
す

ぐ
ぬ
き

に
せ
う
と
致

い
た
」

(名
女

川
本

・
清
水
、

96
)

と
、

こ
れ
も
ほ
ぼ
同
文
で
使
用
さ
れ

て
い
る
。
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6

 

ず

ら

め

く

 

 

 

 

 

カ
シ
コ
ウ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワ
カ
チ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ァ
ル
イ
ハ

①

今

ハ
人

間

ガ

賢

ナ

ツ

テ

八

宗

九

宗

二
分

浄

土

宗

シ

ヤ

ト

云

フ

テ

ハ
極

楽

ペ
ズ

ラ

リ

或

天

台

宗

ノ
禅

宗

ノ

ト

云

フ

テ

ズ

ラ

リ

ノ
＼

ト

ズ

ラ

メ

鷺
流
狂
言
享
保
保
教
本
の
用
語



 

 
-列

二
依

ツ

テ

《
何

ノ
カ
ノ
ト
云
フ
テ
皆
ゾ

ロ
リ
く

ト
ヨ

列
ト

モ
云
 
同
言
葉

ニ
テ
鬼
ノ
方
仕
手
ノ
狂
言

ニ
ハ
本
書

ノ
通
り
也
 

ア
ト
ノ
時

ハ
如
此

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

マ

 

 
云
又
仕
手

ニ
テ

モ
前

二
有
之

タ
ル
時

ハ
云
替
云
》
地

獄

ノ
飢

饒

以

ノ
外

ナ

リ

(八
尾

、

四

5
)

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

1

 

保

教

本

の
注

記

に

よ

る

と
、
鬼

が

シ
テ

の
場

合

に

「ズ

ラ
リ
ズ

ラ

リ
ト

ズ

ラ

メ
ク

」

の
形

を

用

い
る
と

い
う
。

こ

の

「
八
尾

」

は
、

た

し

か

に
鬼

が

シ
テ

で
あ

る
。

「朝

比
奈

」

「政

頼
」

の
よ
う

な
鬼

類

の
他

の
曲

で

は
、

通
常
鬼

は

ア
ド

で
あ

り
、

大

蔵

虎

明
本

な

ど

で

は

「ゾ

ロ
リ

ゾ

ロ
リ

ト
ゾ

ロ
メ

ク
」

の
形

の
み
が

用

い
ら

れ

て

い
る
。

保
教

本

で
も
、

鬼

が

ア
ド

の

「朝

比
奈

」

で
は
、

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

ら

 
②

八
宗
九

宗

二
分
皆

浄
土

ヘ
ゾ

ロ
リ
ノ
＼

ト
ゾ

ロ
メ
ク

ニ
依

ツ
テ

(朝

比
奈
、

四

6
)

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

1

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 お
 

と

、
た

し

か

に

「ゾ

ロ
メ

ク
」

の
方

が
用

い
ら

れ

て

い
る
。

「ズ

ラ

リ
ズ

ラ
リ

ト
ズ

ラ
メ

ク
」
は
、
そ

の
言

い
換

え

に
あ

た

る

も

の
と

い
う

こ
と

で
あ

る

が
、

名

女

川

本

で
は

「極

楽

へ
ぞ

ろ

り

み
＼

と

そ

ろ

め
く

に
依

て
」

(名

女

川
本

・
八

尾
、

05
)

と
、

「ゾ

ロ
メ
ク

」

の
形

し

か
挙

げ

ら

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
ー

れ

て

い
な

い
。

鷺

伝

右

衛

門

派

に
お

い

て
も
、

こ

の
言

い
換

え

は
必

ず

し

も
定

着

し
な

か

っ
た

の

で
あ

ろ
う

か
。

「そ

ろ

め

く

」

が

諸

辞

典

に

載

っ
て

い

る

の
に
対

し

て
、

「ず

ら

め

く

」
が

登

載

さ

れ

て

い
る

の
は
、
『
狂
言

篇
』

に

よ

っ
て
保

教

本

の
用
例

を
採

取

し
た

『
広

辞

苑
』

及
び

『
狂

言

辞

典

』

に
限

ら

れ

て

い
る
。

『
狂

言
辞

典

』

で
は
、

「ぞ

ろ
ぞ

ろ
行

く
。

連

れ
立

っ
て
行

く
」

と

し

て
例

①

を

載

せ

て

い

る

(注

記
が

省

略

さ

れ

て

い
る

た

め
、
単

に

「
…

…
或

は
天

台
宗

の
禅

宗

の
と

い
う

て
づ

ら

り
/
＼

と

づ

ら

め

く

に
よ

つ
て
」

〈狂

言
篇

86
>
と

す

る

)
。

『
広

辞

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

2

苑

』
も

初

版

以
来

同
様

で
あ

る
。

『
日
本

国

語
大

辞

典
』

に

は
、

「す

ら

す

ら

と
流
暢

に

こ
と

が
進

行

す

る
」

と

い
う

意

味

の

「
す

ら

め
く

」

(用

例

、
漢

書

竺

桃

抄

)

の
例

は
あ

る

が

、
別

語

で
あ

り
、

「ず

ら

め

く
」

は
載

っ
て

い
な

い
。

こ
れ

も

「す

ぐ

ぬ

き
」

の
例

な

ど

と

同
様

の
事

情

に

よ

る

も

の

で
あ

る
。
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7
 
小
耳
の
せ
せ

(完
骨
)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユ

①
手
頃
ノ
物
ヲ
持
ツ
テ
来
テ
案
内
ナ
シ
ニ
嶺

ヘ
ア
テ
ガ
フ
所
テ
ヨ
イ
肝
ヲ
ツ
フ
イ
タ

(麻
生
、

一
6
)

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

3



 

ツ
ヨ
イ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ユ
カ
メ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マ

 
②
強
鼻
ヲ
ハ
省

迄
引
蝸
テ
置
ト
被
仰
イ

(鼻
取
相
撲
、
二
8
)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ー

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コ
ミ
へ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さ

 
③
名
ヲ
問
バ
只
問

ハ
イ
デ
ナ
ン
ジ
ヤ
小
調

ヲ
ト
ツ
テ
引
廻
ス

(腹
不
立
、
三
6
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3

 
用
例

は
い
ず
れ

も

「
小
耳

の
せ
せ
」

の
形

で
使
用
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
『
狂
言
辞
典
』
で
は
、
「
せ
せ
」
の
形

で
立
項

し
、
「
耳

の
後

の
方

に

あ
る
小
高

い
骨
。

み
み
せ
せ
。
完
骨
」
と

し
て
、
用
例
は
安
永
森
本

「麻
生
」
か
ら
例
①

に
相
当
す
る
も
の
を
挙
げ

て
い
る
。
『
広
辞
苑
』
に
お

い
て
は
、
や

は
り
初
版

以
来
登
載
さ

れ

て
お
り
、
用
例
は

『
狂
言
辞
典
』

の
も

の
と
同

一
で
あ

る
。
『
日
本
国
語
大
辞
典
』

に
お
い
て
は
、

「み

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

み
せ
せ

」

「み

み
せ
せ

の
骨
」
「
み
み
せ
せ
ぼ

ね
」

「
み
み
せ
ぼ
ね
」
と
各
項
目
が
あ
り
、
古
く

『
十
巻
本
和
名
抄
』

(
3
頃
)
や

『
色
葉
字
類
抄
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9

(
=
く
評
Q。
H
)

の
例
、
ま
た
、
狂
言

の
例
と

し
て
は
、
和
泉
流

の
雲
形
本
狂
言

「佐
渡
狐
」

の

「
耳

(
ミ
ミ
)
せ
せ
ま

で
切

て
有
と
」

の
例

が

登
載
さ

れ

て
い
る
が
、

「せ
せ
」
単
独
、
あ

る
い
は

「
耳

の
せ
せ
」
の
形

で
は
立
項
さ
れ

て
い
な

い
。
他

の
諸
辞
典
に
お

い
て
も

「
せ
せ
」
の
項

目
は
立

て
ら
れ

て
い
な

い
。
名
女
川
本

で
も

「小
耳

の
せ

ン
を
取

て
引
ま
わ
す
」

(名
女
川
本

・
腹
立
す
、

6
)

の
よ
う
に
用

い
ら
れ

て
お
り
、

「小
耳

の
せ
せ
」

は
、
特

に
鷺

流

で
好

ま
れ
伝
承
さ

れ
た
語
形
だ

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
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8
 

ち

か

た

(地

方

)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チ
カ
タ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
テ
ン
チ

 
①

奏
者

…

…

ヤ

イ
汝

等

ハ
堀

方

ハ
如

何
程

作

ル
ゾ

ト
御

尋

シ
ヤ
 

ァ
ト

一
反
作

リ

マ
ス
ル
…

…
奏
者
《仕
手
二
向
》
汝

ガ

田
地

ハ
何

程

作

ル
ソ
 

シ

 

テ

一
膨

ギ
澱タ

ナ
儲力
作

リ

マ
ス

ル

(筑
紫

ノ
奥
・

三

◎3
～

04
)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2
 
 
2

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヲ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
ウ
ニ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
デ
ン
ハタ

 
②

内

々
承

及

フ
デ

御

座

ル

ハ
御

地

蔵

ハ
地
瑚

ヲ
守

ラ

セ

ラ

ル

、
ト
申

二
依

ツ
テ
農

人

ノ
事

デ

御

座

レ
バ

田
畠

モ
多

ウ

所

モ
繁

昌
致

ス
様

二
皆

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

ヨ

 

 
在

所

中

打

寄

ツ

テ
堂

ヲ
立

タ
事

デ

御
座

ル

(六

地
蔵

、

三

9
)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

3

 

「ヂ

カ

タ
」

(地

方

)

は
歴

史

用

語

で
、
室

町
時

代

の
政

務

機

関

を
さ

す

場
合

も
あ

っ
た

よ
う

で
あ

る

が
、

多

く

は
江

戸
時

代

に

お

い

て
用

い

ら

れ

て

い
る
。

『
時

代

別

国

語
大

辞

典

 

室

町
時

代

編

』
(三
省

堂

、

一
九

八

五

～

二
〇

〇

一
)
に

は
立

項
さ

れ

て

い
な

い
。
『
日
本

国

語

大
辞

典

』

鷺
流
狂
言
享
保
保
教
本
の
用
語



で
は
、
④

の
ブ
ラ

ン
チ

で

「江
戸
時

代
、

町
方

に
対
し
て
田
舎

を

い
う
語
。
都
市
に
対

し
て
の
農
村
、
転
じ

て
、
農
村

に
お
け
る

田
制
、
土
地

制
度

、
租
税

制
度

な
ど
を
さ

し
、
さ

ら
に
広
く
、
農
政

一
般
を
さ
す

よ
う
に
な

っ
た
」
と
説
明
し
て

い
る
。

か
な
り
多
義

で
あ

っ
た
よ
う

で
あ

る
。

例
②

は
ま
さ

に

「
田
舎
」

の
意
味

で
用

い
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
『
狂
言
辞
典
』

で
も
、

「町
方

に
対
し
田
舎

を
言
う
」
と

し
て
例
②

を
挙
げ

て
い
る
。

た
だ

し
、
例
①

の
場
合
は
、
「
田
地
」
と
も
言

い
換
え
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
意
味
が
転
じ
て

い
る
も

の
と
考

え
ら
れ
る
。

『
田

舎

の
土
地
」

の
意
味
か
ら
、
田
畑
を
さ
す

よ
う

に
意
味

が
拡
大

し
た
も

の
か
。
『
狂
言
篇
』
に
お

い
て
は

「筑
紫
奥
」
は
、
安
永
森
本
が
翻
刻
さ

れ

て

い
る
た
め

(当
該
箇

所
は

「拐

両
人

の
者

の
下
地
は
何

ほ
ど

っ
く
る
ぞ
と
あ
る
よ
」

89
)
、
例
①

は

『
狂
言
辞
典
』
な
ど
に
は
取
り
上
げ

ら

れ

て
い
な

い
。
意
味

の
拡
大

に
関

し
て
、
『
岩
波

古
語
辞
典
』

で
は
、

「ち

か
た
」
の
項

の
④
と
し

て

「知
行

(
3
)
」
に
同

じ
」
と
し

て
い
る
。

「知
行
」

の
該
当
ブ

ラ

ン
チ
で
、

「近
世
、
幕
府
や
藩
か
ら
与
え
ら
れ
た
封
禄
。
狭
義

に
は
切
米

(誌
圃
)
給
与
に
対

し
て
、
封
知
を
与
え
ら
れ

る

こ
と
を
意

味

し
た
」
と
説
明
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
該
当
す
る
か
と
思
わ
れ

る
。
な
お
、
『
国
史
大
辞
典
』

(吉
川
弘
文
館
、

一
九

八
五
)
に
お

い
て
は
、

『
じ
か
た
」

(地
方
)

の
項

(木
村
礎
執
筆
)

で
、

も
と
も
と
土
地

に
属
す

る
も

の
を
す

べ
て

「地
方

」
と
呼
ん
だ
も

の
で
は
な

い
か

と

い
う
推
測
が
述

べ
ら
れ

て
い
る
。

52
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て
わ

き

(手
脇

)

 

 

 

 

 

ヲ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
ヘ
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
キ
イ
タ
 
 

ヲ
テ
ワ
キ
 
 
 
 
 
 
 
 ヲ
ハ
シ
リ

 

①

近
年

ハ
御

大

名

方

テ
古

イ
者

ヲ
抱

サ

セ

ラ

ル

、
ト
聞

程

二
御

毛

脇

ニ
ナ

リ
ト

モ
又
御
走

ノ
衆

ニ
ナ

リ

共

参

ラ

ウ

ト
思

フ
テ
居

マ
ラ

ス
ル

ハ

 
 
《
少
嵯

ル
テ
イ
》

(腰
祈
・

三

60
)

〈
「枕
物

狂
」

で
は
・

「腰
祈
杯

同
前
衛
遇

ノ
衆

ニ
ナ
リ
ト

モ
出

フ
ト
思

フ
テ
候

ハ
ト
云
」

三
85
と
あ
る
〉

  

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 り
の

 

こ
れ

も
歴

史

用

語

で
あ

る
。

名

女

川

本

に
も

「
て

っ
ほ
う

の
衆

成

共
、

又
は

お
手

わ

き

に
成

と

も

」

(名
女

川
本

・
腰
祈

、

31
)
と
あ

る
。

『
狂

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

1

言

辞

典

』

で

は

、
『
甲
陽

軍

鑑
』

の
例
、

ま

た
、

「集

」
と

し

て
賢

通

本

の

「枕

物

狂

」

の
例

を

挙
げ

て

い
る
。

『
広

辞

苑

』

に

は

こ

の
項

は
取

り

上

げ

ら

れ

て

い
な

い
。

『
甲

陽
軍

鑑
』

(
17

c
初

)

の
例

は

『
日
本

国

語
大

辞

典
』

の

「
て
わ

き

し

ゅ
う

(手
脇

衆

)
」

の
項

に
も

挙

げ

ら

れ

て

い



る
。
酒
井
憲

二
編

の
影
印

・
翻
刻

に
よ

っ
て
示
す
と
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

 

②
か
ち
わ
か
と
ふ
を
、
上
杉
家

に
て

「身
わ
き
衆
」
、
信
玄
家

に
て

「廿
人
衆
」
、

氏
康
に

て

「
手
わ
き
衆
」
を
、
家
康

ハ

「は
し
り
衆
」
と

 
 

名
づ
け

て
よ
ぶ
げ

に
候

(甲
陽
軍
鑑

・
本
篇

・
四
25
オ
)

〈『
甲
陽
軍
鑑
大
成
』
本
文
篇
上

・
影
印
篇
上
。
汲
古
書
院
〉

 

『
日
本

国
語
大
辞
典
』

の

「
て
わ
き
」

の
項

で
は
、

「
て
わ
き
し
ゅ
う

(手
脇
衆
)
」
に
同
じ
と

し
、
『
狂
言
辞
典
』
と

同
様
、
賢
通
本

の
例
を

挙
げ

て
い
る
。

「
手
脇
衆
」

で
は
、

「戦

国
時
代
、
北
条
家

で
徒
若
党

(か
ち
わ
か
と
う
)

の
こ
と
」
と
説
明
さ

れ
て

い
る
。
例
①

の
用
例

は
、

鷺

流
台
本

で
広
く
用

い
ら
れ
て

い
た

こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
り
、
用
例

の
年
代
を
さ
か

の
ぼ

ら
せ
る
こ
と
に
な

る
。
な

お
、
大
蔵
虎
明
本

で
は
、

当
該

の
箇
所
は
次

の
よ
う
に
あ
り
、

「
手
脇
」

の
類
は
用

い
ら
れ
て
い
な

い
。

③

き
け

ハ
殿
達

の
、
人
を
か

玉
や

る
と
云
程
に
、

弓

の
者

か
、
か
ち

の
者

か
、

て

つ
ほ
う

(鉄
砲
)

の
も

の
に
な

り
と
も
、
出
う
と
思
ふ

て
す

 

ハ

(虎
明
本

・
枕
物

狂
、
二

25
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3

 

10
 

と
び

こ
え

・
と
び

こ
し

(
飛
越
)

 
①

シ
テ
・…

-
イ
ヤ
是

ハ
川

テ
御
座

ル
 

ァ
ト
是

ヲ
川
ト
云

フ
物

テ
ヲ
リ

ヤ
ル
カ
飛
越

シ
ヤ

ハ
 

シ
テ
此
様

ナ
大

キ
ナ
飛
越

力
有

ル
物

テ
御
座

ル

 
 

カ
 
是

ハ
川

テ
御
サ

ル

(飛
越
、

三

43
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3

 
用
例

か
ら
、

通
常

の
川

に
対
し

て
、

飛
び
越

せ
る
ほ
ど

の
小
さ
な
溝
を
言

っ
た
も

の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
『
狂
言
辞
典
』

で
は
、

「と
び

こ
し
」

で
立
項

し
、

「飛
び
越
す

こ
と

の
で
き
る
小
溝
」
と

し
て
、
保
教
本

の
例
を
挙
げ

て

い
る
。

た
だ

し
、

こ
れ
は
、
『
狂
言
篇
』

の
翻
字

で

は
、
た

し
か
に

「
飛
越

し
」
と
あ
る
も

の
の
、

原
文

は
、
例

示
し
た
よ
う

に

「飛
越
」
と
あ

っ
て
送
り
仮
名

が
な

い
た

め
、

「
と
び

こ
し
」

「と

び

こ
え
」

い
ず

れ

で
あ

る
か
は
判
定

で
き
な

い
。

名
女

拷
本

で
も

「是
を
川
と
云
物

で
お
り
や

る
か
、
是
は
飛
越

じ
や

は
」

(名
女
川
本

・
飛

越
、

10
)

の
よ
う

に
、
漢
字

表
記
さ
れ

て
い
る
。

 

鷺
流
狂
言
享
保
保
教
本

の
用
語
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『
広

辞
苑

』

に
は
、

こ

の
語

は
立

項

さ

れ

て

い
な

い
。

『
日
本

国

語

大
辞

典

』

で
は
、

「と

び

こ
え

」

の
②

の
ブ

ラ

ン
チ

に

こ

の
意
味

を

示

し
、

雲

形

本

狂
言

・飛

越
新

発
意

「
い
や

、

何

か
と
申

す
内

に
飛
越

(ト

ビ

コ

エ
)

へ
参

り

ま

し
た

。
誠

に
川

へ
来

ま

し

た
」

の
例

を

挙
げ

て

い
る
。

ま

た

、

「と

び

こ

し
」

の
②

で

〈
「と

び

こ
え

(飛

越
)
日

②

」

に
同

じ
〉

と
し

て
、

雑

俳

・
ぎ

ん

か
な

め

(
日
謬

O
)

「
つ
れ
な

さ

や

此
と

び

こ

し

も

天

の
川

」

の
例

を

挙
げ

て

い
る
。

「
と
び

こ
え

み
ぞ

(飛
越

溝
)
」

の
項

も
あ

り

(咄
本

・
百

物

語

〈一
Gゐ
α
O
>

の
用

例
)
、

意

味

の
拡

張

が

生

じ

だ

し

て

い
た

こ
と

が
想

定

さ

れ

る
。

「飛

び
越

え

る
」

と

「飛

び
越

す

」

は

同
義

的

で
あ

る
た

め
、

こ

の
意

味

に

お

い
て
も

「と

び

こ
え

」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 れ
ロ 
 
 

と
び
こ
え
し
ん
ぽ
 
ち

と

「
と

び

こ
し

」

両
形

が

並

ん

で
行

わ

れ

た

も

の
で
あ

ろ

う
が

、

狂
言

曲

名
が

「と

び

こ
え

」

で

あ

り

(和
泉

流

雲

形

本

の

「飛

越

新

発
意

」

も

同

じ
曲

)
、

例
①

な

ど

も

「と

び

こ
え

」
と
読

む

べ
き

も

の
か

と
思

わ

れ

る
。

な

お
、
和
泉

流

で
も
、
天

理

本

『
狂
言

六
義

』

に
お

い
て
は
単

に

「川

」

と

あ

る

の

み

で
あ

る
。

ま

た
、

大

蔵
虎

明

本

で
も

「是

ほ

ど

の
み
ぞ

川

ハ
、

と
び

こ

へ
て

も

ゆ

く

よ
」

(虎

明

本

・
と

び

こ
ゑ

、

二

74
)

の
よ

う

に

「溝

川

」

と

あ

り
、

「飛
越

」

は
用

い
ら
れ

て

い
な

い
。

た
だ

し
、
虎

寛

本

に
は
、

5 

②

(ア
ド
)
そ
ヤ
、
参

る
程

に
い

つ
も

の
.飛
越

へ
参
た
。

(
シ
テ
)
誠
に
、
大
き
な
川

へ
出
ま
し
た

(虎
寛

本

・
と
び

こ
え
、
下

46
)

と
あ

り
、
鷺
流

の
場
合

の
よ
う
に

「
飛
越
」
か

「川
」
か
と

い
う
言

い
争

い
に
は
な

っ
て

い
な

い
も

の
の
、
和
泉
流
雲
形
本

と
同
様

に

「飛
越

」

が
用

い
ら
れ

て

い
る
。

こ
の
あ
た
り
、
各
流
派
と
も
に
、
近
世

の
あ

る
時
点

か
ら
、
当
時

の
用

語
を
自
然
に
取
り
入
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
も

の

で
あ

ろ
う
。

54
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に
げ

が
ま

へ

(逃
げ
構

へ
)

①
此
様

二
恥
ヲ
ア
タ

ヘ
ラ
レ
テ
是
力
箏

ア
居

フ
ル
・
物
力

望

サ
セ
ラ
レ
テ
モ
㌻

ハ
シ
マ
セ
ヌ

(墨
塗

一
鰯
)

逃
げ

よ
う

と
す
る
、
逃
げ

腰
に
な

る
の
意

で
、
意
味

は
捉
え
や
す

い
。
『
狂
言
辞
典
』

で
は
、

②
な
ぜ
に
翼

を
な
さ
れ
ま
す
る
ぞ
。
是
非
と
も
お
供
致
い
て
参
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ

(武
悪
ー
集
)



の
例
を
載

せ
て

い
る
。

「集
」

は
、
安
政
賢
通
本

で
あ
る
。
保
教
本
で
は

こ
の
曲

「武
悪
」
を
欠

い
て

い
る
が
、

「墨
塗
」

の
例
①
は
、
同
様
な

用
法

で
あ

る
。

こ

の
語

は

『
日
本

国
語
大
辞
典
』

に
も
、

ま
た

『
狂
言
篇
』

か
ら
多
数

の
用
例
を
採
用

し
て
い
る

『
広
辞
苑
』

に
も
立
項
さ
れ

て
お
ら
ず
、
他

の
国
語

(古
語
)
辞
典

に
も
取

り
上
げ

ら
れ
て

い
な

い
よ
う

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
類
義
語

「逃
げ
支
度
」

は
、
中
世

以
降

例

が
多

い
が
、

「逃
げ

腰
」
は
、
『
日
本
国
語
大

辞
典
』
に
よ
る
と
、
初

出
例
は
明
治
以
降

に
な

っ
て
お
り
、

「逃
げ

腰
に
な

る
」
が

一
般
化
す

る
以

前

に
、

「逃
げ
支

度
」
と
と
も
に

「逃
げ
構
え
を
す
る
」

の
形
が
、

あ
る
程
度
広
く
使
わ
れ

て
い
た

の
か
も
し
れ
な

い
。
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や

ま

こ

し

(
山

越

)

 

 

 

 

 

 

 

 

コ
シ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
イ
ツ
コ
ロ
デ

キ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ら

 
①

シ
テ
夫

ナ
ラ
バ
山
越

ガ

ホ
シ
ウ
御
座

ル
 

ァ
ト
中

々
山
越

ハ
何
程
進
上
カ

シ
テ
何
比
出
来

マ
セ
ウ
ゾ

(仏
師
、
三

7
)

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

3

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

ら

 

②

中

々
作

ツ
テ
進

上

ガ
聞

越

ガ

ホ

シ
ウ

御
ザ

ル

(
六
地
蔵

、

三

9
)

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

き

 
鉱
噺
ンス
マ
イ
テ
山
越

モ
澤
山

二
請
取

ツ
タ
程

ニ
ワ
ゴ
リ

ヨ
達

ニ
モ
配
分
セ
ウ
ゾ

(同

97
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3

 

「
こ
」
の
清
濁

は
未
詳
。
『
狂
言
辞
典
』
で
は
、
例
②
を
挙
げ

て
、

「山
を
越
し
て
旅
す
る
路
銀

の
こ
と
か
ら
転

じ
て
、
金
銭
を
指
す

の
で
あ

ろ

う

か
」

と
し

て
い
る
。

た
し
か
に
例
①
～
③

で
は
金
銭

の
こ
と

の
よ
う

で
あ
る
が
、

 
④
汝

ヲ
呼
出

ス

ハ
別

ノ
事

テ

モ
ナ
イ
 
雌

螺
テ
御
澱

ヲ

モ
ラ
ウ
タ
ガ
誰

ソ
ヨ
イ
相

手
ヲ
呼

フ
テ
呑
タ

イ
ガ

(
口
真
似
、

ニ

ー5
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1

と

い
う

「
ヤ

マ
コ

ペ
」

の
例
も
あ

り
、

こ
れ
が

「山
越
と

し
て
」

の
意
味
な
ら
ば
、

も
う
少
し
広

く
祝
儀
と

か
お
礼
と

い
う
意
味

に
な
る
。

こ

の

「山
越
」

に

つ
い
て
は
、
賢

通
本

で
も

「仏
師
」

(
日
本
古
典
全
書
、
下

51
)
に
例
①

と
共
通
す
る
例
が
見
ら
れ
、
頭
注

に
は

『
狂
言
辞
典
』

と
同
様

の
説

明
が
あ
る
。
名
女
川
本

「仏
師
」
に
も
同
様

の
使
用
例
が
見
ら
れ
る
。
『
広
辞
苑
』
や

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は
、
項
目
は
あ

っ
て

も
、
単
に

「
山
を
越
す

こ
と
」
の
よ
う
な
基
本
的
な
意
味

の
み
で
、
こ
こ
で
の
意
味

の
記
述
は
見
ら
れ
な

い
。
『
近
世
上
方
語
辞
典
』
に
も
見
ら
れ

な

い
が
、
保
教
本
を
は
じ
め
と
す
る
鷺

流
台
本
に
お
け
る
使
用
例
を
見

る
と
、
あ
る
程
度

一
般
的
に
使
わ
れ

て
い
た

の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

55
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狂
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用
語
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〔擬
声
擬
態
語
〕

最
後

に
、
擬
声
擬
態
語

の
例

の
う
ち
、
語
形
や
用
法
な

ど
で
注
目
さ

れ
る
も

の
を

一
括

し
て
挙
げ

る
。

①

〔グ
イ
グ
イ
〕
ソ
レ
ハ
縁
ノ
下
デ
鵜

ガ
グ
イ
く

ト
申
タ
ガ

(驚

秦

二
魏
)

②

〔
ツ

カ

ツ

カ
〕

誠

ニ
ア

ノ
ツ

カ
ノ
＼

ト

シ
タ
者

ヲ
イ

ツ
ガ

イ

ツ
迄

カ

ナ
法
師

ノ
＼

ト

云

ハ
ブ
様

モ
ナ

イ
事

シ
ヤ

(比

丘

貞
、

四

11
)

③

〔
ヌ
ウ

ヌ
ウ
〕

汝

力

合

ス
ル
ト
イ
ナ

ヤ

ア
イ

ツ
カ
手

力
某

ノ
鼻

ノ
先

ヘ
ヌ
ウ

/
＼

ト

ク

ル
ト
思

フ
タ

レ

ハ

(鼻

取

相

撲

、

二

86
)

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

1

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

④

目

ノ
前

江
ヌ
ウ

く

ト

ク

ル
ト
思

タ

レ

バ
ク

ラ
/

＼

ト

目

カ

マ
フ
タ

(文

相
撲

、

二

9
)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤

奥

二
御

座

ル

ト

云

タ

所

テ

ヌ

ウ

/

＼

ト

イ

タ

レ

バ
ク

チ

元

二
出

テ

御

座

ツ

テ

(
三

人

夫

、

三

7
)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ー

 

 

 

 

 

 

 

フ
グ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ブ
リ

⑥

〔ブ
リ
ブ

リ
〕
鰻

ノ
腹
立
ッ
タ
様

二
何

ヲ
鯛
d

N
サ

セ
ラ

ル

、

(魚

談
義
、
四

90
)

⑦

〔
ホ

ッ
ツ

リ

ボ

ツ
リ

〕

某

ノ
」
ッ
織

望

如

何

ニ
モ
ホ

ツ

ツ
リ

ボ

ツ
リ

ト
作

ル

ニ
依

ツ

テ

(仏
師

、

三

77
)

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

3

⑧

〔
ム
チ
ム
チ
〕

ナ

フ
ノ
＼

ヨ
ウ
調

M
ト
豚
テ
彬

ソ
ウ
ナ

(鬼

ノ
継
子
、

四
53
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
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①

「グ

イ
グ

イ
」
は
、
犬

の
鳴

き
声

を
表

し
た
点
が
珍

し
い
。
『
狂
言
辞
典
』

で
は
、

「犬

の
鳴

き
声
」
と
し

て

「ぐ

い
ぐ

い
」
を
立
項
し
、

「鞍

馬
詣

」
と

し
て
、
安
永
森
本

の
例
を

挙
げ

て
い
る
。
本
文
は
例
①
と
ほ
ぼ

同

一
で
あ
る
。
『
広
辞
苑
』
で
は
、
初
版

で
は

「
く

い
ぐ

い
」
の

形

で

「④
犬
な

ど

の
う
め
く
声
」
と
し

て
立

て
、
安
永
森
本

の
例
を
挙
げ

て
い
る
が
、

こ
の
ブ
ラ

ン
チ
は
、
な
ぜ
か
第

二
版
以
降

で
は
削
除
さ

れ

て

い
る
。
『
日
本
国
語
大
辞
典
』

に
は
、

「
ぐ

い
ぐ

い
」

の
項
目

の
中

に
、

こ
の
犬

の
鳴
き
声

に
相
当
す

る
記
述

は
見
ら
れ
な

い
。

 
②

「
ツ
カ

ツ
カ
」
は
、

た
め
ら
わ
な

い
さ

ま
、
と
か
、
無
遠
慮
な
さ
ま
、
と

い

っ
た
意
味

で
は
広
く
用

い
ら

れ
て

い
る
が
、

こ
の
場
合
や
や

意
味

が
異
な
る
よ
う

で
、
諸
辞
典

に
、
こ
の
例

に
相
当
す

る
記
述
は
見
ら
れ
な

い
。

〈遠
慮
も
な

く
背
丈
が
伸

び
た
〉
と

い

っ
た
意
味

で
、
通
常

の
意
味

か
ら
拡

大
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
名
女
川
本

で
も

「あ

の

つ
か
/
＼

と

し
た
者
を

い

つ
か
い

つ
ま
で
、

か
な

ほ
う

し
/
＼

と

い
わ
ふ
様



も
な

い
事
ぢ
や
」

(名
女
川
本

・
比
丘
貞
、

59
)

と
あ
り
、

ほ
ぼ

同
文

で
伝
承
さ
れ

て
い
る
。

 
③

～
⑤

の

「
ヌ
ウ

ヌ
ウ
」
は
、
諸
辞
典

に
見
ら
れ
な

い
。

「
ヌ
ウ

ッ
ト
」
に
近

い
も

の
か
。
名
女
川
本

で
は
、

こ
れ
ら

の
曲
を
欠

い
て
い
る
。

他

の
代
表
的
な
台

本

で
例
③

の
対
応
箇

所
を
見

る
と
、
大
蔵
虎
明
本
に
は
、
「何
や
ら

は
な

の
さ
き

へ
、
に
よ
う
り
ノ
＼

と
お

こ
す

る
と
思

ふ
た

れ

ハ
」

(虎

明

本

・
鼻

取

ず

ま

ふ

、

一
99
)

と

あ

り
、

虎

寛

本

で
も

同

じ
く

「
に
よ

う

り
く

」

(上

50
)
、

天

理

本

『
狂
言

六
義

』

で

は
、

「そ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワ
じ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
の

の
ま

～
は
な

の
あ

た

り

へ
、

に

よ

ノ
＼

と

手
を

お

こ

ス
ル
ト
、

思

ふ

た

れ
ば

」

(
天

理

本

・
鼻

取

相
撲

、

上

06
オ

)
の
よ
う

に
異

な

っ
て

い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2

「
ヌ
ウ

ヌ
ウ
」
は
、
鷺

流

(保
教
本
)

独
自

の
も

の
の
よ
う
で
あ

る
。

 
⑥

「ブ

リ
ブ

リ
」
は
、
魚

名
を
読

み
込
ん
だ
掛
詞
的
用
法

で
あ

る
が
、
怒

る
さ

ま
を
表
す
擬
態

語

の
例
と
し
て
、

こ
れ
も
初
出
と
な

る
も

の

で
あ
る
。
『
日
本

国
語
大
辞
典
』

に
は
、
近
世
後
期
人
情
本

の
例
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

 
⑦

「
ホ

ッ
ツ
リ
ボ

ツ
リ
」
は
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
な
ど

で
は
、
む
し
ろ

「ポ

ッ
ツ
リ
」

の
系
列
に
な
る
と
こ
ろ
か
。
名
女
川
本
で
は

「
ほ

つ
つ
り
/
＼

と
」

(名
女

川
本

・
仏
師
、

19
)

と
反
復
形
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
『
狂
言
辞
典
』

で
は

「ほ

っ
つ
ほ

っ
っ
」

の
形

で
立

て
、

「某

の

一
細

工
を
以

て
、
ほ

つ
っ
/
＼

こ
し
ら

へ
て
お
ま
す
る
に
よ

つ
て
」
(仏
師
-

集
)
の
例
を
挙
げ

て

い
る
。

す
な
わ
ち
賢
通
本

の
例
に
よ

っ
た

も

の
で
あ

る
。
大
蔵
流

・
和
泉
流

の
台
本

で
は
、

こ
れ

に
相
当
す

る
擬
態

語

の
使
用
は
見
ら
れ
な

い
よ
う

で
あ
り
、
鷺
流

に
お

い
て
、
類
似

の

語
形
が

ほ
ぼ

共
通

し
て
使
用
さ
れ

て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

 
⑧

「
ム
チ

ム
チ
」

は
、
『
狂
言
辞
典
』

で
も
、

「肉
付
き

の
よ

い
さ
ま
。

む

っ
ち
り
」
と

し
て
、

こ
の
保
教
本

「鬼

の
継

子
」

の
例
を
載

せ

て

い
る
。
『
広
辞
苑
』

で
も
初
版

以
来
同
様

で
あ
る
。
『
日
本
国
語
大
辞
典
』

で
は
、
初
出
例
が
近
代

の

「
う
た
よ

み
」

( 
O
ミ

)
に
な

っ
て
お
り
、

こ
れ
も
保
教
本

の
例
を
採
用
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
近
世
か
ら
使
用
さ
れ
て

い
る

こ
と
が
示
さ
れ
る

こ
と
に
な
ろ
う
。

 
 
 
 
 

四
 
お
わ
り

に
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狂
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保
教
本
が
、

そ

の
用
語

に

つ
い
て
、
鷺

流
に
お
け
る
独
自
性
を
意

識
し
、
大
蔵
流
そ

の
他
と

の
演

出
や
用

語

の
相
違

に

つ
い
て
、
詳
細

な
注

記
を
残

し
て

い
る

こ
と

は
、
以
前

か
ら
注

目
さ
れ

て
き
た
。
狂
言
台
本
に
お
い
て
、

し
ば

し
ば
用

い
ら
れ
、
当
時

の
人

々
に
も
意
識
さ
れ

て
き

た
用
語
が
、

研
究

対
象
と

し
て
注
目
さ
れ

る
の
は
当
然

で
あ
ろ
う
が
、

一
方
、
本
稿

で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
あ

る
台
本
に
お

い
て
た
ま
た
ま

あ

る
用

語
が
顔
を
覗

か
せ
て
い
る
と

い
う
場
合
が
あ
る
。

台
本
に
よ

る
相
違
、
そ
れ
ぞ
れ

の
独
自
性
を
物
語
る
も

の
で
あ
る
が
、

そ
う
し
た
例

の
中

に
は
、
あ

る
場
合

に
は
、
鷺
流
な
ら
鷺
流

に
お

い
て
、
複

数

の
台
本

に
共
通
し

て
用

い
ら
れ
て

い
る
場
合

が
あ

り
、
ま
た
あ

る
場
合

に
は
、

そ

の
時

代

の
ま
さ

に
当

代
性

の
反
映
と

し

て
、
鷺
流
台
本
と
和
泉
流
台
本

に
共
通
し
て
用

い
ら

れ

て
い
る
と

い

っ
た
場
合

も
あ

る
。
特

に
、

個

々
の
例

に

つ
い
て
記

し
た
よ
う
に
、
鷺
流
分
家

の
伝
右
衛
門
派

の
台
本
、
保
教
本

に
見
ら
れ
た
や
や
特
殊
な
用
語
が
、
同

じ
伝
右
衛
門
派

の

名
女
川
本

で
も
共
通
に
用

い
ら
れ

て
い
る
ケ
ー

ス
が
多

い
こ
と
は
注

目
す

べ
き
も

の
で
あ

り
、

こ
れ

は
、
鷺

流

に
お
け
る
本
家
と
分
家

と

の
用

語
意
識

の
差

を
物

語
る
も

の
と
言
え
よ
う
。

 

語
彙

・
語
史
研
究

の
資
料

と
し
て
は
、
今
後

こ
う
し
た
使
用
率

の
低

い
語
に
も
注
意
を
向
け

て
い
く
必
要
が
あ
り
、
影
印
等
未
公
刊

の
も

の

を
含

め
た
他

の
台
本

と

の
比
較
考
察
、
さ
ら

に
は
中

世
か
ら
近
世

に
か
け

て
の
、
狂
言
以
外

の
さ
ま
ざ

ま
な
文
献
と

の
比
較
考
察

が
必
要

に

な

っ
て
く
る

で
あ
ろ
う
。
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注(1
)
延
宝
忠
政
本
に

つ
い
て
は
、
鈴
木
浩

・
渡
部
圭
介

「鷺
流
狂
言

『
延
宝

・忠
政
本
』

の
国
語
史
資
料
と
し
て
の
位
置
づ
け
」

(『
日
本
近
代
語
研
究

1
』

 

一
九
九

一
、
ひ

つ
じ
書
房
)

に
、
他
本
と
も
比
較
し
た
全
体
的
な
考
察

が
あ

る
。

(
2
)
保
教
本
を
直
接

の
対
象
と
し
た
語
学
的
な
研
究
に
は
次

の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
。

 
 

蜂
谷
清
人

(
一
九
八
六
)

「鷺
保
教
本
と

"
狂
言

こ
と
ば
躍
ー

「芸
稽
古
伝
」
の
記
述
を
め
ぐ

っ
て
ー
」

(『
国
語
論
究
』

1
、
明
治
書
院
。
『
狂
言

の

 
 
 

 
 

 

国
語
史
的
研
究
-
流
動

の
諸
相
1
』

〈明
治
書
院
、

一
九
九
八
〉
所
収
)



 
 

蜂
谷
清
人

(
一
九
九
三
)

「狂
言
と
忌
み

こ
と
ば
ー
鷺
保
教
本

の
場
合
ー
」

(『
近
代
語
研
究
』
九
集
、
武
蔵
野
書
院
。
前
掲
書
所
収
)

 
 

米

田
達
郎

(二
〇
〇

一
)

「狂
言
台
本
に
お
け
る
尊
敬
表
現
形
式

「オ
ー
ナ
サ
レ

マ
ス
」
に

つ
い
て
1
鷺
流
狂
言
台
本

『
保
教
本
』
を
中
心
に
ー
」

 
 
 
 
 
 
 

(『
語
文
』
七
五

・
七
六
輯
)

 
 

米
田
達
郎

(
二
〇
〇
四
)

「鷺
流
狂
言
詞
章
保
教
本

の
対
称
代
名
詞
に

つ
い
て
ー

オ

マ
エ
を
中
心
に
ー
」

(『
国
語
と
国
文
学
』
八

一
巻
六
号
)

 
 

米
田
達
郎

(
二
〇
〇
五
)

「江
戸
時
代
中
後
期
狂
言
詞
章

の
丁
寧
表
現
に

っ
い
て
…

マ
シ
テ
御
座

ル
を
中
心
に
i
」

(『
国
語
国
文
』
七
四
巻
五
号
)

 
 

荻
野
千
砂
子

(二
〇
〇
四
)

「鷺
流

『
保
教
本
』
注
記
か
ら
見
た
狂
言
資
料
」

(『純
真
紀
要
』

四
五
号
)

(3
)
謡
曲
文
庫

『
狂
言
篇
』

で
は

「前
が
き
」
に

「そ

の
本
文
と
型
附
を
記
す

の
み
な
ら
ず
、
他
流
と
の
同
異
、
古
名
人
の
型
、
演
奏
記
録
等
を
添
書

せ

 

る
も

の
が
頗
る
多

い
」
と
し
な
が
ら
、

「紙
数
が
許
さ
な

い
の
で
す

べ
て
割
愛
す
る
」
と
し
て
お
り
、
恣
意
的
な
省
略
等
も
き
わ
め
て
多

い
。

(4
)
た
だ

し
、
『
狂
言
辞
典
』

の

「後
記
」
に
よ
る
と
、
古
川
久
氏
は
、
『
謡
曲
界
』
昭
和
十
七
年

(
一
九
四
二
)
二
月
号
を
皮
切
り
に
、

い
く

つ
か
の
雑

 

誌

に
継
続
的

に
狂
言
用
語
の
掲
載
を
続
け

て
お
ら
れ
、
『
狂
言

の
研
究
』
所
載

の

「狂
言
用
語
考
」
は
、
そ
れ
ら

の
中

か
ら
抜
粋
し
た
も

の
と

い
う

こ

 

と
な

の
で
、

こ
う
し
た
論
考

の
中

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
を

『
広
辞
苑
』
の
編
者
が
採
用
し
た
可
能
性
も
あ

る
。

(5
)
書
写
年
代
な
ど
未
詳
。
日
本
古
典
全
書
に
は
通
常
は
鷺
賢
通
本
を
収
め
て
い
る
が
、
「墨
塗
」
に
関
し
て
は
鷺
畔
翁
本
よ
り
本
文
を
援
用
し
た
と
あ
る
。

(6
)
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
狂
言

の
用
例
は
、
別
巻
の
資
料

一
覧
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
初
版
刊
行
時
に
は
影
印
が
未
刊
行

で
あ

っ
た
た
め
、
通

 

常

は
保
教
本

の
例
は
採
用
さ
れ
て

い
な
い
。
鷺
伝
右
衛
門
狂
言
、
す
な
わ
ち
保
教
本

の
例

の
み
で
項
目
を
立
て
て

い
る

の
は
、
き
わ
め
て
珍
し

い
ケ
ー

 

ス
で
あ
る
。

(7
)
『
古
語
大
辞
典
』

(小
学
館
)

の

「小
相
撲
」

の
項
で
、
「①
地
位

の
低

い
相
撲
取
り
。

「小
相
撲
取
り
」
と
も
」
と
し
て
、
語
形
を
挙
げ

て
い
る
。

(8
)
『
古
語
大
辞
典
』

(小
学
館
)

で
も

「③
事
が
違

っ
て
困
る
こ
と
。
迷
惑
。
閉

口
」
と
し
て
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
と
同
様
な
分
類
を
行
い
、
「鷺
流

 

狂
言

・
泣
尼
」

の
例
を
挙
げ

て
い
る
。
例
①
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
『
角
川
古
語
大
辞
典
』
に
お
い
て
は
、

「③
物
事
が
く

い
違

っ
て

一

 

致

し
な

い
こ
と
。
思
惑
が
外
れ

て
困
惑
す
る
こ
と
。
難
儀
す
る
こ
と
」
と
、
や
や
広

い
意
味
で
捉
え
、

「薩
摩
歌
」

の
例
を
挙
げ

て
い
る
。

(9
)
校
訂
者
古
谷
知
新
氏

の

「緒
言
」
に
よ
る
と
、

「芳
賀
博
士

の
蒐
集
に
か

㌧
り
、
長
谷
川
福
平
氏

の
校
訂
を
経
た

る
も
の
な
り
」
と
す
る
。
池

田
廣

 

司

『
古
狂
言
台
本

の
発
達
に
関
す

る
書
誌
的
研
究
』
(風
間
書
房
、

一
九
六
七
)
に
付
載
の

「狂
言
曲
目
所
在

一
覧
表
」
の
凡
例
に
よ
る
と
、
こ
の

「補
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鷺
流
狂
言
享
保
保
教
本
の
用
語



 

遺
」

の
底
本

は
、

「前
掲

『
狂
言
二
十
番
』
の
と
同
じ
も
の
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
池
田
氏

の
勘
違

い
の
よ
う
で
、
『
狂
言

二
十
番

(名
著
文
庫
)』

(芳

 

賀
矢

一
校
訂
、
冨
山
房
、

一
九
〇
三
)
と
は
曲
目
が
異
な
る
。
芳
賀
矢

一
校
訂

『
狂
言
五
十
番
』

(冨
山
房
、

一
九
二
六
)

の
項
で
、
「前
掲

『
狂
言
二

 

十
番
』
な
ら
び
に

「狂
言
記
補
遺
」
を
合
わ
せ
、
そ
の
う
ち
六
曲
を
除

い
て
新

し
く
九
曲
を
増
加

し
た
も

の
」

(入
〇

一
ペ
ー
ジ
)
と

し
て
い
る

の
が

 

正
し

い
。

(10
)
『
狂
言
篇
』
の

「餌
刺
十
王
」
に
、

「或
は
天
台
宗

の
禅
宗

の
と

い
う
て
づ
ら
り
/
＼

と
づ
ら
め
く
に
よ

つ
て
」
(
28
)

の
例
が
あ
る
が
、
保
教
本
自

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

体

に
は
、

こ
の
箇
所

は

「次
第
名
乗
道
行
朝
比
奈

ト
同
前
ナ
リ
」

(保
教
本

・
餌
刺
十
王
、
四

2
)
と
あ

っ
て
、
右

の
例
は
存
在

し
な

い
。
『狂
言
篇
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3

 

で
は
、
省
略
箇
所
を
補

っ
て
い
る
の
だ
が
、

「朝
比
奈
」
か
ら
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く

「人
尾
」

の
本
文
を
採

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

(
11
)
文
政
年
間

(
一
八

一
八
～
三
〇
)
を
中
心
に
山
脇
和
泉
家
七
代
目
和
泉
元
業
書
写
。
雲
形
本

の
成
立
事
情

に
関
し
て
は
、
小
林
賢
次

(二
〇
〇
四
)

 
 
「和
泉
流
雲
形
本

『
狂
言
六
議
』

の
本
文

の
性
格
に

っ
い
て
1
筆
録
時
期
と
言
語
事
象
ー
」

(『
人
文
学
報
』
三
五

一
号
、
東
京
都
立
大
学
〉
参
照
。

〔引
用

・
参
考
文
献
〕

古
川
 
久

(
一
九
四
八
)
『
狂
言

の
研
究
』

(福
村
出
版
。
増
訂
三
版
、

一
九
六
七
)

古
川
 
久
編

(
一
九
六
三
)
『
狂
言
辞
典
 
語
彙
編
』

(東
京
堂
出
版
)

天
理
図
書
館
善
本
叢
書

『
鷺
流
狂
言
伝
書
保
教
本

(
一
～
四
)
』

(八
木
書
店
、

一
九
八
四
)

田
口
和
夫

「解
題
」

(同
右
書
、
第
四
冊
。
『
能

・
狂
言
研
究
ー
中
世
文
芸
論
考
1
』

〈三
弥
井
書
店
、

一
九
九
七
〉
に
所
収
)

齋
藤
香
村

(芳
之
助
)
校

訂

(
一
九
二
八
)
『
狂
言
篇
上

(謡
曲
文
庫
第
八
巻
)
』

(謡
曲
文
庫
刊
行
会
)
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(本
学
教
授
)


